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機
動
歩
兵
連
隊
奮
戦
記

千
葉
県

古

川

文

吉

昭
和
十
七
（
一
九
四
二
）
年
一
月
十
日
大
阪
集
合
、
騎

兵
第
十
四
連
隊
の
初
年
兵
ば
か
り
約
八
百
人
が
「
タ
キ

ア
」
の
暗
号
で
呼
ば
れ
た
。
大
阪
城
で
武
器
を
受
領
。

広
島
ま
で
客
車
輸
送
さ
れ
、
宇
品
で
乗
船
し
た
。

私
は
第
一
乙
種
合
格
で
、
検
査
官
か
ら
「
馬
は
ど
う

だ
」
と
聞
か
れ
た
時
「
牛
を
飼
っ
て
い
ま
す
」
と
返
答
し

た
の
で
騎
兵
に
な
っ
た
の
だ
と
思
っ
た
。

私
の
家
は
自
作
農
で
梨
の
栽
培
を
一
家
六
人
で
営
ん
で

い
た
。
長
男
が
私
で
、
あ
と
妹
が
三
人
だ
っ
た
。

朝
鮮
釜
山
か
ら
客
車
輸
送
で
助
か
っ
た
。
行
く
先
不
明

だ
っ
た
が
不
安
は
な
か
っ
た
。
防
寒
具
を
大
阪
で
貰
い
、

背
負
い
袋
、
戦
闘
帽
を
身
に
付
け
れ
ば
行
く
先
は
寒
い
と

こ
ろ
だ
と
覚
悟
し
た
。

列
車
は
や
が
て
砂
漠
地
帯
に
入
り
青
い
も
の
は
一
切
目

に
入
ら
な
い
。
蒙
古
だ
っ
た
。
包
頭
と
い
う
街
が
終
着
駅

だ
っ
た
。
連
隊
本
部
は
包
頭
か
ら
西
方
二
〇
〇
キ
ロ
の
安

北
に
あ
っ
た
。

騎
兵
第
十
四
連
隊
第
二
中
隊
が
私
の
部
隊
だ
。
連
隊
長

は
渡
部
冨
士
雄
大
佐
、
第
二
中
隊
長
は
野
溝
中
尉
が
直
属

上
官
に
な
る
。

包
頭
は
北
支
の
北
京
か
ら
西
方
に
あ
り
、
途
中
に
張
家

口
と
い
う
街
が
あ
る
が
、
見
渡
す
限
り
砂
ま
た
砂
で
、
春

先
に
な
る
と
砂
柱
が
あ
ち
こ
ち
に
立
上
り
、
や
が
て
黄
砂

と
な
っ
て
海
を
越
え
て
日
本
に
も
黄
色
い
空
を
も
た
ら
す

よ
う
に
な
る
。

新
兵
到
着
で
古
年
兵
は
嬉
し
そ
う
な
顔
を
見
せ
て
い
る

が
、
油
断
は
禁
物
。

兵
舎
は
二
階
建
て
で
暖
房
は
ス
ト
ー
ブ
だ
っ
た
。
こ
の

近
く
に
炭
鉱
が
あ
る
そ
う
で
オ
ン
ド
ル
も
石
炭
を
焚
く
。

照
明
は
ラ
ン
プ
で
掃
除
や
手
入
れ
は
初
年
兵
の
役
目
で
あ

る
。水

は
ど
こ
か
ら
く
る
の
か
不
自
由
は
少
し
も
感
じ
な
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か
っ
た
か
ら
水
源
は
豊
か
だ
っ
た
と
思
う
。

古
年
兵
は
四
年
兵
ま
で
い
る
の
に
は
意
外
だ
っ
た
。
世

話
す
る
初
年
兵
は
大
変
だ
。

訓
練
は
専
ら
歩
兵
の
教
練
だ
っ
た
。

名
前
は
騎
兵
だ
が
馬
は
お
ら
ず
、
代
わ
り
に
貨
物
自
動

車
の
外
国
製
（
シ
ボ
レ
ー
、
フ
ォ
ー
ド
）
の
古
い
車
が

あ
っ
た
。
車
の
運
転
は
専
門
の
兵
隊
が
い
て
、
我
々
は
乗

せ
て
貰
う
だ
け
だ
か
ら
、
歩
兵
で
も
歩
か
ず
に
す
む
の

で
、
こ
れ
は
大
い
に
助
か
っ
た
と
思
っ
た
。

一
個
分
隊
十
五
人
が
一
台
の
車
に
乗
り
、
軽
機
一
、
擲てき

弾だん
筒とう
一
、
あ
と
は
三
八
式
歩
兵
銃
が
武
器
の
す
べ
て
で
あ

る
。古

年
兵
の
出
身
地
は
四
年
兵
が
長
野
、
栃
木
、
三
年
兵

が
東
京
、
千
葉
、
山
梨
、
二
年
兵
が
神
奈
川
、
千
葉
で
、

下
士
官
は
長
野
出
身
が
多
か
っ
た
。

古
年
兵
の
襟
章
は
立
襟
か
と
思
っ
た
ら
、
も
う
全
部
が

折
襟
で
、
昔
の
よ
う
な
萌
黄
色
の
立
襟
は
見
ら
れ
な
か
っ

た
。

我
々
初
年
兵
の
一
期
の
検
閲
が
終
わ
る
頃
に
な
っ
て
、

四
年
兵
が
満
期
除
隊
に
な
っ
て
姿
を
消
し
た
が
、
こ
れ
が

日
本
陸
軍
の
最
後
の
満
期
除
隊
に
な
る
と
は
誰
も
わ
か
ら

な
か
っ
た
。

朝
の
点
呼
前
に
は
必
ず
ロ
ー
プ
の
綱
引
き
で
ト
ラ
ッ
ク

を
回
し
て
エ
ン
ジ
ン
を
始
動
さ
せ
る
の
が
日
課
だ
っ
た
。

食
事
用
の
食
缶
は
ア
ル
ミ
製
な
の
で
食
缶
返
納
時
の
清

掃
が
楽
な
の
に
は
助
け
ら
れ
た
。
洗
濯
は
冬
で
も
物
干
し

場
に
干
し
た
が
、
何
日
も
か
か
っ
た
。
冬
は
外
に
出
る
時

は
必
ず
防
寒
具
を
着
用
し
、
帽
子
の
耳
だ
れ
を
下
ろ
し
て

な
い
と
耳
が
凍
傷
に
な
っ
た
。
防
寒
具
を
被
る
前
に
必
ず

毛
糸
で
編
ん
だ
頭
巾
を
着
用
し
た
。

手
も
軍
手
を
着
け
て
か
ら
防
寒
手
袋
を
着
け
た
。
脚
は

巻
脚
絆
に
革
靴
だ
っ
た
か
ら
整
列
し
て
も
脚
踏
み
を
し
て

い
た
。

寒
気
が
酷
し
い
と
演
習
は
中
止
に
な
っ
た
。

一
期
の
検
閲
が
終
わ
る
と
特
業
教
育
が
始
ま
り
、
初
年

兵
は
そ
れ
ぞ
れ
特
技
を
修
業
す
る
た
め
隊
か
ら
離
れ
て
行

く
者
が
多
い
中
、
私
は
小
銃
、
そ
れ
も
狙
撃
手
教
育
を
命
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ぜ
ら
れ
、
隊
に
残
留
す
る
こ
と
と
な
り
、
衛
兵
勤
務
等
で

忙
し
か
っ
た
。

そ
の
た
め
か
作
戦
に
出
る
と
指
揮
班
に
入
れ
ら
れ
、
初

の
戦
闘
で
は
中
隊
長
の
伝
令
と
し
て
勤
務
し
た
。

昭
和
十
八
年
に
な
る
と
、
戦
車
第
三
師
団
が
新
し
く
編

成
さ
れ
、
騎
兵
第
十
四
連
隊
は
機
動
歩
兵
第
三
連
隊
と
名

称
が
変
わ
り
、
吉
松
喜
三
大
佐
が
着
任
さ
れ
た
。

私
は
第
六
中
隊
に
配
属
さ
れ
、
一
選
抜
の
上
等
兵
に
な

り
、
初
年
兵
の
教
育
助
手
と
な
り
、
千
葉
、
埼
玉
、
栃

木
、
群
馬
出
身
の
初
年
兵
を
教
え
た
。

今
ま
で
騎
兵
連
隊
に
は
軍
旗
が
あ
っ
た
が
、
今
度
の
編

成
で
は
軍
旗
を
返
納
す
る
こ
と
と
な
り
、
四
月
に
旗
手
が

東
京
に
返
し
に
行
っ
た
。
新
し
い
機
動
歩
兵
連
隊
に
は
何

故
か
軍
旗
の
授
与
は
な
か
っ
た
。

昭
和
十
九
年
三
月
、
河
南
作
戦
が
始
ま
っ
た
。

戦
車
第
三
師
団
長
、
山
路
秀
男
中
将
、
機
動
歩
兵
第
三

連
隊
長
は
吉
松
喜
三
大
佐
。
第
二
大
隊
長
は
平
泉
少
佐
、

第
六
中
隊
長
は
高
田
中
尉
の
指
揮
の
下
、
出
動
、
石
家
荘

に
集
結
す
べ
く
貨
車
輸
送
で
出
発
し
た
。

黄
河
を
工
兵
が
架
け
た
舟
橋
で
渡
り
、
許
昌
、
鄭
州
、

郊
県
と
南
へ
進
撃
し
た
。
途
中
、
車
上
か
ら
徒
歩
行
軍
の

兵
隊
に
タ
バ
コ
を
や
っ
た
ら
非
常
に
喜
ば
れ
た
。
私
ら
は

装
具
は
勿
論
、
私
物
に
至
る
ま
で
一
切
が
車
に
乗
っ
て
い

る
の
で
、
こ
れ
以
上
の
楽
は
な
い
。

昭
和
十
九
年
五
月
二
日
、
郊
県
の
戦
闘
で
、
敵
の
城
壁

上
か
ら
の
射
撃
は
猛
烈
を
極
め
、
城
内
に
突
入
で
き
ず
、

高
田
中
隊
長
が
敵
の
手
榴
弾
の
破
片
で
臀
部
に
受
傷
す
る

等
、
我
が
方
の
損
害
大
で
あ
っ
た
。

私
は
高
田
中
隊
長
を
背
に
負
っ
て
介
抱
す
る
。
そ
の

後
、
臨
時
野
戦
病
院
に
通
院
加
療
す
る
。
私
は
そ
の
都
度

介
添
え
役
を
務
め
た
。

こ
の
郊
県
の
戦
闘
で
、
我
が
第
二
大
隊
は
山
路
師
団
長

か
ら
賞
詞
を
受
け
た
。

大
隊
副
官
、
第
六
中
隊
長
（
高
田
中
尉
）、
機
関
銃
中

隊
長
、
第
八
中
隊
長
（
第
三
大
隊
）、
連
隊
砲
中
隊
長
の

四
中
隊
長
が
負
傷
し
、
そ
れ
ぞ
れ
代
理
に
交
替
、
そ
の
他

に
小
隊
長
以
下
の
損
害
多
数
に
及
ん
だ
。
六
中
隊
だ
け
で

230



 

V
02D

00 L
:H
E
G
U
1420 231 88/11/15/17:08:25 H

E
G
U
1420 bun p203-232

も
六
人
が
戦
死
し
た
。

目
標
は
洛
陽
だ
が
、
手
前
に
あ
る
龍
門
街
は
石
仏
で
有

名
な
と
こ
ろ
だ
が
、
こ
の
高
地
は
全
部
岩
山
で
極
め
て
急

峻
な
斜
面
で
、
頂
上
に
は
径
五
〇
メ
ー
ト
ル
も
あ
る
砦
が

あ
っ
た
。
勿
論
戦
車
は
使
い
も
の
に
な
ら
な
い
。
敵
は
こ

の
高
地
に
大
軍
を
集
め
て
洛
陽
防
備
の
第
一
戦
に
固
め
て

い
た
。

機
動
歩
兵
第
三
連
隊
は
、
こ
の
龍
門
街
奪
取
を
命
ぜ
ら

れ
、
三
日
間
の
昼
夜
を
分
か
た
ぬ
激
戦
の
末
奪
取
し
た

が
、
こ
の
戦
闘
で
戦
死
者
は
将
校
六
人
を
含
め
六
十
一

人
、
負
傷
は
将
校
七
人
を
含
め
、
百
四
十
一
人
の
大
き
な

犠
牲
を
出
し
た
。

次
い
で
息
つ
く
暇
も
な
く
七
里
河
の
激
戦
が
始
ま
っ

た
。五

月
十
一
日
、
龍
門
街
を
出
発
。
七
里
河
の
敵
を
撃
破

し
て
洛
陽
攻
撃
を
命
ぜ
ら
れ
た
。

敵
前
一
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
で
下
車
し
徒
歩
前
進
中
に
、

大
隊
本
部
は
敵
迫
撃
砲
の
集
中
砲
火
を
浴
び
、
平
泉
第
二

大
隊
長
は
重
傷
を
負
い
、
栗
原
副
官
戦
死
、
そ
の
ほ
か
数

人
の
負
傷
者
が
出
た
。

大
隊
は
歩
・
戦
・
砲
の
密
接
な
協
同
の
も
と
に
七
里
河

対
岸
の
敵
を
攻
撃
し
た
が
、
本
道
の
橋
は
落
と
さ
れ
、
対

岸
は
断
崖
を
な
し
て
お
り
、
幅
三
〇
メ
ー
ト
ル
の
河
を
挟

ん
で
一
晩
中
撃
ち
合
い
が
続
い
た
。

十
三
日
、
大
隊
は
迂
回
し
て
洛
陽
城
の
西
門
を
攻
撃

し
、
城
内
に
突
入
し
た
が
、
敵
は
猛
烈
に
反
撃
し
て
来

た
。我

が
占
領
し
た
家
の
屋
根
を
敵
が
破
っ
て
手
榴
弾
を
投

げ
込
む
な
ど
、
彼
我
土
壁
を
隔
て
て
激
し
い
市
街
戦
が
展

開
さ
れ
た
。

折
か
ら
雨
が
降
り
出
し
、
真
っ
暗
闇
の
中
で
敵
は
家
屋

に
火
を
放
ち
、
そ
の
焔
に
照
ら
し
出
さ
れ
壮
絶
な
市
街
戦

と
な
っ
た
。
敵
兵
力
は
極
め
て
多
く
、
わ
が
突
入
部
隊
も

苦
戦
に
さ
ら
さ
れ
た
。

第
二
大
隊
長
代
理
の
加
藤
大
尉
は
城
外
に
お
る
第
一
大

隊
に
救
援
を
依
頼
し
た
が
断
わ
ら
れ
た
。

十
四
日
四
時
頃
、
各
大
隊
に
撤
退
命
令
が
出
た
が
、
第
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二
大
隊
は
城
内
に
戦
死
者
の
遺
体
と
重
傷
者
が
残
っ
て
い

る
の
で
連
隊
長
は
再
び
攻
撃
を
命
じ
、
十
一
時
頃
、
城
内

に
突
入
、
遺
体
と
重
傷
者
を
救
出
し
た
。

こ
の
戦
闘
で
は
、
将
校
三
人
を
含
む
四
十
二
人
が
戦
死

を
遂
げ
ら
れ
た
。
洛
陽
攻
撃
後
、
一
個
中
隊
が
一
個
小
隊

し
か
編
成
で
き
な
い
程
戦
死
、
負
傷
者
が
多
か
っ
た
。

昭
和
二
十
年
三
月
、
老
河
口
作
戦
に
徒
歩
で
参
加
、
途

中
で
反
転
、
在
支
米
空
軍
が
谷
底
ス
レ
ス
レ
に
来
襲
、
そ

れ
以
後
、
移
動
は
夜
間
に
限
ら
れ
た
。

八
月
中
旬
、
停
戦
命
令
が
出
て
、
車
は
北
京
に
集
結
と

な
り
、
兵
隊
を
残
し
て
出
発
、
お
か
げ
で
私
物
は
積
ん
だ

ま
ま
北
京
へ
、
そ
の
ま
ま
行
方
不
明
に
な
っ
た
。

日
本
が
負
け
た
と
言
わ
れ
て
も
、
我
々
兵
隊
は
負
け
た

感
じ
は
一
切
な
く
、
狐
に
だ
ま
さ
れ
た
と
は
こ
う
い
う
感

じ
か
。
許
昌
で
鉄
道
警
備
に
つ
い
て
い
る
う
ち
貨
車
に
乗

せ
ら
れ
北
京
に
着
き
、
南
宛
飛
行
場
で
日
本
人
居
留
民
の

護
衛
に
当
た
る
。

武
装
解
除
は
な
か
っ
た
。
帰
国
す
る
た
め
塘

で
フ
リ

ゲ
ー
ト
艦
に
乗
る
時
に
武
器
を
置
い
て
来
た
。

昭
和
二
十
年
十
二
月
六
日
夜
、
三
年
ぶ
り
に
帰
宅
し

た
。
突
然
の
帰
宅
に
家
の
も
の
が
吃
驚
す
る
や
ら
大
喜
び

で
迎
え
ら
れ
た
。
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